
田原センターの台風対策

トヨタ自動車株式会社

物流管理部

資料２平成29年7月18日（火）10:00～12:00
第3回 港湾の堤外地等における高潮リスク低減方策検討委員会



欧州：２５.１万台（１５％）

北米:７２.４万台（４３％）

中南米:４.５万台（３％）

アフリカ：３.６万台（2％）

ｵｾｱﾆｱ：２０.５万台（1２％）

２０１６年 輸 出 船 積 台 数

アジア: ５.7万台（3％）

合計 １６８.５万台

中国:１３.１万台（８％）

中近東：２３.６万台（１４％）

北米：ＲＡＶ４<高岡>/プリウス<堤>/４ランナー<田原/日野>

欧州：ＲＡＶ４<織機長草>/ランドクルーザー<田原/ﾄﾖ車吉原>/ハイエース<ﾄﾖ車いなべ>

中近東：ランドクルーザー<田原/ﾄﾖ車吉原>/ハイエース<ﾄﾖ車いなべ>/ヤリス<織機長草>

※主な輸出車種

１．完成車輸出概要
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①名港センター
・５６．２万台／年（33％）
・欧州、豪州、アジア
アフリカ など

④田原センター
・７１．２万台／年（42％）
・アメリカ、カナダ、中米西岸

②東海センター
・２４．８万台／年（15％）
・Ｐ.Ｇ(ﾍﾟﾙｼｬ湾岸)、サウジ

③名古屋 公共埠頭等 ・０．５万台／年 中南米など

I-6

I-5

I-3

I-2

５０万㎡
(２５，０００台）

ト ヨ タ 輸 出 船 積 拠 点

名古屋
◎

名古屋
◎

田 原
◎

台数：’16年実績

①

④

②③

T-4 T-3 T-2 T-1

７８万㎡
(４０，０００
台)

３０万㎡
(１４，０００台)

⑥香椎センター
・１３．７万台／年（8%）・中国 (除く香港)・韓国（除く釜山）

九州 地区
４万㎡

(2,000台）

⑤

C-5

博多
◎

⑦下関（ 関釜ﾌｪﾘｰ ）
・０．５万台／年 韓国(釜山)

⑥
◎三河 地区

名古屋地区

⑤大黒埠頭
・１．６万台／年（ 1％）

関東 地区

◎⑦
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ヤ
ー
ド

国
内

受入ヤード
3,500台

内航ヤード

輸
出
入

受入ヤード
33,400台

船積・船待

輸入車 2,400台

合 計 39,300台

バ
ー
ス

T1     ： 内航船用
総延長
1,050mT2~T4： 外航船用

重油受入設備 (T-4ﾊﾞｰｽ) １基

テストコース 全周800m

ヘリポート

ＰＤＩｾﾝﾀｰ (OPT架装･輸入車整備･品質点検)

ステベ棟 （現場作業詰所）

事務棟・食堂棟・教育ｾﾝﾀｰ

総面積：７８万㎡２．構内主要施設

重油ﾀﾝｶｰ
受入設備
(T-4ﾊﾞｰｽ)

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

ｽﾃﾍﾞ棟

Ｈ

事務所
食堂棟
教育ｾﾝﾀｰ

ﾃｽﾄｺｰｽ

PDIｾﾝﾀｰ
（OPT･ﾀﾞｲﾊﾂ･品保)

ヤード
39,300台

バース
1,050m
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風向・風速計を設置

屋上の計測装置 事務所内の装置類の様子

風速に合わせて対策レベルを設定

・ レベルⅠ＝風速２５m/s未満

・ レベルⅡ＝２５m/s以上～３３m/s未満

・ レベルⅢ＝３３m/s以上～４４m/s未満

・ レベルⅣ＝風速４４m/s以上

⇒ レベルに応じた対策を実施

計器 ﾊﾟｿｺﾝ
風向・風速計

４．台風対策
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○

○

第３組立工場

第１車体工場

第２車体工場

成形工場

Ｎ

テストコース

車両物流部

事務所

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
配車門

北門

ＰＤＩ
Ａ－１

Ｂ

Ｃ

Ｄ

W

U－２

Ｔ－２
Ｓ－２

V－２

技術管理部貸与

Ｅ

Ｆ

Ｒ

Q

Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ｋ

Ｍ

Ｐ Ｎ O

出荷地ヤード

テストコース

Ｓ－１
Ｔ－１

Ｕ－１

Ｖ－１

配車門駐車場

Ａ－２
X－１

Ｘ－２

Y Ｚ

1）.海側から車両避難

レベルⅡ対応

レベルⅢ対応

桟橋側の車両避難対応
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背高車にラップガードを貼付

2）.商品車を囲んで、飛石等での被害を防止する

構内作業の足車

6



車両への降下物（花粉・潮被り 等）を除去するために使用

洗車設備
（車両で走り込んで洗車）

移動式洗車設備
（船側でもヤード内でも洗車可）

放水車
（水を車両に掛けて洗車）

3）.洗車対応

※足回りまで被害が出たときに洗車設備を使用
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桟橋部

対岸の『㈱豊橋造船』の対応

※タグボートで建造中の船舶が
離岸しないように抑えている。
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